
５個所

スリットワンタッチロック、ドーム固定ドライバー付属品

ドームに同じ

サイジング 芯材 硬質発泡ウレタン１５ミリ

骨組み塗装

角型外装

丸型外装

骨組み 軽量鉄骨製

回転車輪

強風時固定金具

その他の部分は常温亜鉛メッキ塗料ローバル使用

鋼管は亜鉛メッキ仕上

18-8（SUS304）ステンレス塗装仕上げ

軽量鉄骨製

骨組み塗装

外装

骨組み

観測室重量

カラー鉄板０．８ミリ使用、ｼﾞｮｲﾅｰｱﾙﾐ3㍉ＦＢ

観測室仕様ドーム仕様

開閉用モーター

回転用モーター

ドーム重量

オプション        100Ｖ-40Ｗ-1Ａ

オプション        100Ｖ-40Ｗ-1Ａ

277kg

100kgＭＣナイロン製                ６０φ５個

ケラレ3.3度

標準スリット有効開口幅
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壁板は基礎に約３０ｍｍかぶります

アルミサッシドア
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ト゛ームの中心
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２．５ｍ  基本図

丸型観測室付側面図

平面図

正面図



２．５ｍ 丸型観測室用 ブロック基礎参考図面 ２．５ｍドーム角型観測室用基礎図面

角ワッシャ

押え金具

壁板
アンカーリンク゛

押え金具
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角座金もご用意下さい。

ボルトの頭は３０ｍｍ出す
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基礎ブロックまたはコンクリート

ホ゛ルトの頭は３０ｍｍ出す事

ドア位置の為アンカーボルトは付けません。

壁板が基礎の天端よりさがりますので公差は＋０です。

基礎工事施工の際のご注意

アンカーボルトは壁の中間柱を避ける為等間隔にはなってません。

アンカーボルトは付属していませんので市販のものをご利用下さい。

太さは１２ｍｍ長さは２００－３００ｍｍを１１本、角座金も必要です。

壁板が約３０ｍｍ下がりますので基礎の大きさに注意
アンカーボルト１２ｍｍは付属していません

市販のものをこ使用下さい（５本）

観測室壁板約３０ｍｍ基礎に掛かります

アンカーリング内半径 1170
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アンカーリングは前もって運送便で送ります。現物合わせで基礎工事をして下さい。

アンカーボルトの位置はリンク゛の内側 ３５ｍｍ

基礎はベースリングより１センチ程控えて下さい。

アンカーリンク゛外直径２４５０
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観測室の外寸は自由です。

四隅は斜線のようにコンパネを敷く

２．５　ドーム＋ベースリングの重量は約２５０ｋｇです。

アンカーボルトは付属していません。

市販の１２ｍｍを御使用下さい。

2340ベースリング内々
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アンカー用穴４箇所

板金養生

ドームの回転ができないことがあります。

板金養生が高いとスカートが当たり

防風・防雪ブラシ

Ａ－Ａ断面図

壁板

５５

６
０

60

アンカーボルト

ベースリング

コンパネ

板金たちあげの際注意

板金養生

角ワッシャ

スカート

ブラシ押え金具

確実に６０ｍｍ必要

図ａ

板金養生

スカート

図ｂ

木造観測室製作上の注意点

　　の芯に持ってきても差し支えありません。（内部は少し狭くなります）図ａ

４．スカートと板金の隙間は１５ｍｍ程度で板金繋ぎ目を立ちあげたりするとスカートが擦ります。

３．ドームとの取り合いの注意点は断面図Ａ－Ａのスカートと板金養生の隙間です。図ｂ

１．まずこちらよりベースリング（外直径が２，４５０）を現場へ送ります。

５．アンカーボルトは内部を最大限活用するため材木の芯を内側にずらしてありますが材木

２．５ｍ 木造建物取り付け参考図

この部分は必ずシリコンを充填してください。

２．べースリングにはアンカーボルト用の穴が４カ所あいています。アンカーボルトは付いていません。


